
 

 

 

 

 

 

 

◆ 渡航日程  

  8 月 18 日（木）～27 日（土） 

  オーストラリア滞在は、19 日（金）～26日（金）の 8日間 

 

◆ 渡航メンバー   

 

（１）市内在住の中学生・高校生 １４名 

内訳 男 女  中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

人数 5 9  2 7 2 1 2 0 

 

（２）引率ボランティア １名  

（３） 観光交流課職員  ２名  

 

 

◆ 自己負担費用 198,000 円 

 

  

平成 28 年度かにっこ海外交流訪問団派遣事業（報告） 



行程表 

日 日付 行      程 

１ 
18 日 

（木） 

6:00 市役所集合                            

6:30 市役所発：バスにて中部国際空港へ           

8:30 到着後、搭乗手続                     

11:00 タイ航空（ＴＧ645 便）にて、バンコクへ（１食付）    

現地時間 15:00 

日本時間(17:00) 

バンコク到着後、乗継のため空港滞在（トランジット 

）空港内で食事、散策、仮眠 

現地時間 23:59 

日本時間（1:59) 

タイ航空（ＴＧ473 便）にて、ブリスベンへ（１食付）  

  （ 機内 泊 ） 

２  

19 日 

（金） 

 

ゴールドコ

ースト 

現地時間 11:50 

日本時間(10:50) 

ブリスベン空港着/入国手続き/バスでゴールドコーストへ 

  

 ホテルチェックイン後、サーファーズパラダイス観光 

18:00 夕食（ホテルレストランにて） 

  

 （ ゴールドコースト ホテル 泊 ） 

３ 

20 日 

（土） 

 

ゴールドコ

ースト＆ 

レッドランド 

 朝食（ホテル）  

9:00-11:00 カヤックによる野生動物視察 

12:00-14:00 デービッド野生動物公園見学・昼食 

14:00 レッドランドへ出発 

16:00-17:00 ホストファミリー紹介、ウェルカムパーティー 

 各ホストファミリー宅へ 

 （ホストファミリー 泊） 

４ 

21 日 

（日） 

 

レッドランド 

  

 ホストファミリーと終日自由行動 

  

   （ホストファミリー 泊） 

５ 

22 日 

（月） 

 

レッドランド 

10:00-10:30 レッドランド市役所表敬訪問 

10:30-12:00 市役所周辺観光（徒歩） 

12:30-15:00 クリーブランド高校体験入学 

 （ホストファミリー 泊） 



６ 

23 日 

（火） 

 

レッドランド 

  

9:00-15:00 クリーブランド高校体験入学 

  

 （ホストファミリー 泊） 

７ 

24 日 

（水） 

 

ブリスベン 

8:00 バスでブリスベンへ出発 

9:00-10:00 モギルコアラ病院見学 

10:30-11:30 クイーンズランド大学見学 

12:00-15:00 ブリスベン市内観光（博物館、サウスバンク） 

15:00 バスでレッドランドへ 

16:00 フェアウェル（さよなら）パーティー 

 （ホストファミリー 泊） 

８ 

25 日 

（木） 

 

ノーススト

ラドブロー

ク島 

7:00 クリーブランド高校集合 

 8:00 フェリー乗船、ノースストラドブローク島へ 

9:00 クイーンズランド大学モートンベイリサーチステーション

到着 

9:30-15:00 大学講師によるサイエンスキャンプ 

 （海洋生物・野生動物探索、マリンサイエンス研究体験） 

16:00 フェリー乗船、クリーブランドへ 

17:00 クリーブランド高校ホストファミリー迎え 

 （ホストファミリー 泊） 

９ 

26 日 

（金） 

 

ブリスベン 

8:00 クリーブランド高校集合 

9:30-11:30 ブリスベン市内観光 

12:00 ブリスベン空港到着後、搭乗手続 

現地時間 14:00 

日本時間(13:00) 

タイ航空（ＴＧ４７４便）にてバンコクへ（１食付）     

 

現地時間 20:20 

日本時間(22:20) 

バンコク到着後、乗継のため空港滞在（トランジット） 

 空港内で軽食 

 （機内 泊） 

10 
27 日 

（土） 

現地時間 00:05 

日本時間(02:05) 

タイ航空（ＴＧ644）にて中部国際空港へ（１食付）   

8:00 着後入国し、バスにて可児市役所へ 

10:30 可児市役所到着 

  

 



１日目 ８月１８日 木曜日 

タイ経由（バンコク）で、ブリスベン空港へ 

 

２日目 ８月１９日 金曜日 

◆ゴールドコースト観光（サーファーズパラダイス） 

ゴールドコーストにあるサーファーズパラダイスは、オーストラリアでの人気観光スポッ

トであり、日本人にも人気の場所である。高層ビル、ホテルが立ち並び繁華街はレストラン

やショップで溢れている。海沿いにある街で、冬にもかかわらずサーフィンをする人も多く

いた。買物や海での遊びを楽しんだ。 

 

    目の前に広がる果てしない海に圧倒             夜の海で遊び、喜ぶ生徒たち 

 

３日目 ８月２０日 土曜日 

◆カヤックによる野生動物視察 

バスで上流地点まで行き、そこからカヤックに乗って４キロのなだらかな川を、２時間ほど

かけてゆっくり下った。川からは野生のコアラを３匹見つけることができた。また、日本で

は見ることのできないカラフルな野生のインコや、オオコウモリの生息地で大量の群れを

見ることができた。顧問の指導、解説のもと、安全に野生動物の生態や特徴を学ぶことがで

きた。 

 

２人一組で協力してカヌーを漕いでいる       オオコウモリ 英名 Frying Fox（飛ぶキツネ） 

 



◆デービッドフレイ野生動物公園 

約５０年前、世界で初めて人工的にカモノハ 

シの繁殖に成功したことで有名なデービッド 

フレイ博士が創立した、公立の動物園。動物園

といっても、ガラス張りでなく、動物が自然の

中にいるような環境であり、間近で見ること

ができた。コアラ、カンガルー、ウォンバット、

エミュー、クロコダイルなどの固有の動物や、

カモノハシ、クォール、シュガーグライダー、

ビルビーなど絶滅の危機に陥っている動物を

夜行性動物観察所で見ることができた。       ヘビを首に巻きつけられている観客 

 

     鳥のショーを見学している           ワラビーやカンガルーが間近で見られる 

 

◆ウェルカムパーティー（クリーブランド高校にて） 

簡易な軽食（スイーツ）とドリンクでもてなしを受けた。ホストファミリーが続々と会場に

入ってきて、その都度生徒とホストファミリーのマッチングを行った。ほとんどの生徒がメ

ールで予め連絡を取り合っていたため、緊張の反面、やっと会えたという喜びの気持ちもあ

ったようだ。教頭の挨拶後、30 分程度歓談し、各家庭に帰って行った。 

 

  クリーブランド高校ホールにてファミリーと面会        ホストマザーとホストブラザー 



４日目 ８月２１日 日曜日 

ホストファミリーと終日自由行動 

 

 

 

 

５日目 ８月２２日 月曜日 

◆レッドランド市役所表敬訪問 

クリーブランド高校から徒歩でレッドランド市役所に向かった。カレン・ウィリアムズ市長

の歓迎挨拶後、生徒たちが英語で可児市の紹介を行った。数名の議員も出席し、生徒たちは

モーニングティーと共に会話を楽しんだ。 

 

レッドランド市役所の前で集合写真         可児市についての紹介を英語でしている様子 



◆市役所周辺観光 

徒歩にてレイビーベイ（Raby Bay）という港へ行き、海を眺めた。その後、コアラが住んで

いると言われるウィリアム・ロス公園（William Ross Park）に行き、コアラ探しをした。

合計３匹の野生のコアラを見つけることができた。顧問より、コアラの病気やストレス、生

息地の減少についての説明を受けた。 

 

  レイビーベイにて高級住宅やボートを眺める生徒    公園で水野氏に木についての解説を受けている 

 

 

◆クリーブランド高校体験入学 

クリーブランド高校は、レッドランド市で唯一国際的認可団体（ＣＩＳ：国際学校協議会）

の認定を受けていて、クイーンズランド南東地区で最も人気が高い中高一貫校（Year７～

Year12）である。アート、言語、スポーツに特に力を入れており、農業、科学などの特別プ

ログラムもある。平成２５年に可児工業高校と姉妹校提携を締結した。 

 

各生徒は、バディというクリーブランド高校の同年代の生徒が割り当てられた。バディはホ

ストファミリーにもなっているので、学校への登下校は一緒に行う。学校体験１日目は、校

内を見学した後、バディの実際受けている授業（数学、理科、日本語、体育等）にそれぞれ

付いて行き、授業の見学をした。 

 

ランチをしながら団欒する生徒たち            芝生の運動場でスポーツをする様子 

 



６日目 ８月２３日 火曜日 

◆クリーブランド高校体験入学 

学校体験２日目は、４コマの授業に参加した。日本語の授業では、日本語や英語でそれぞれ

自己紹介や質問などを投げかけ合った。また相手の生徒の日本語の発表を聞いたり、歌を披

露し合ったりして交流をした。他の時間は、それぞれのバディの授業に参加した。可児から

持って行ったペンパルの手紙をそれぞれ相手の生徒に渡すことができた。 

 

   お菓子を食べながら、カジュアルな雰囲気        日本をテーマにしたクラスルーム  

 

 

手紙を受け取る生徒たち ※右の生徒は交換相手同士    校長室で校長ポール・バンクロフト氏との面談 

 

 
日本語クラス（２クラス合同）のメンバー       言語（日・中・仏）の先生たちと引率が交流 

 



７日目 ８月２４日 水曜日 

◆モギルコアラ病院 

病気や怪我、孤児のコアラを収容し、治療、世話をしている、クイーンズランド州唯一の公

立のコアラ病院である。一般に公開されていない施設であるが、可児市だからということで

特別に見学をさせてもらった。研究室では、たった１cm 程の産まれたばかりの赤ちゃんの

ホルマリン漬けや、癌の腫瘍ができたコアラの骨を見せてもらった。それ以外にも、目の病

気や、膀胱の病気、様々な病気、ストレスによってコアラが苦しんでいることを学んだ。 

 

病院長アラン・マッキソン氏の解説を聞く様子       入院中のコアラを間近で観察している 

 

 

◆クイーンズランド大学見学 

オーストラリア国内で常に 5本の指に入る、また世界大学ランキングは 32位（2016 年）の

名門大学。学生数は約５万人である。日本の大学とは比べ物にならないぐらい広大なキャン

パスは、街のようになっており、学生寮はもちろん、多数の図書館、レストラン、カフェ、

バー、ショップが立ち並んでいる。カフェテリアで食事をしたり、ショップで買物をするな

どして、わずかながらであるが大学生活を味わった。 

 

校舎の見学               カフェテリアでのランチで大学生活を体験 

 

 

 



◆日本国領事館へ表敬訪問 

領事の挨拶後、主席領事に日本人の留学状況についてお話をしていただいた。領事からは、

間違いを恐れず、自分から勇気を持って話すことが大切とのお話をいただいた。主席領事か

らは、他の国と比較すると、日本人の留学件数、人数は著しく少なく、国際社会での競争に

不利になっていることに危機感を持つようにと指導をいただいた。 

 

      平島周作領事の挨拶              渡部隆彦主席領事に質問をする生徒 

 

◆ブリスベン市内観光 

旧市役所の側にあるクイーン ストリート モール（Queen Street Mall）内で自由行動とし

た。このストリートは一本の大きな道になっており、ブリスベン市内でも一番ショップが多

く、観光客も多い。有名ブランド店や、オシャレなカフェ、レストラン、土産店等が多く、

華やかな雰囲気である。買物をするのには最適な場所であった。 

 

◆フェアウェルパーティー 

ホストファミリーに見守られながら、ポール・バンクロフト校長から一人ひとり修了証を受

け取った。副市長も出席され、挨拶をされた。生徒代表が御礼の挨拶を英語で述べた。最後

に生徒全員でオーストラリアの歌をプレゼントした。 

 

校長に修了証をもらう生徒             ホストファミリーも加わり、記念撮影 

 

 



８日目 ８月２５日 木曜日 

◆ノースストラドブローク島 

世界で２番目に大きな砂の島である。鳴き砂と呼ばれる白い砂浜と、透き通る青い海が特徴

的で、レッドランド市自慢の観光スポットである。島内では固有の動物や植物をたくさん見

ることができる。 

バスのままフェリーに乗って１時間弱かけて島に到着した。前半はクイーンズランド大学

の講師の指導のもと海洋生物研究体験を行った。岩場で、海に最も近い部分、そこから１０

メートル離れた場所、また更に１０メートル離れた場所の海洋生物を観察した。同時に気温、

風力、水温、観察範囲の水の割合等、詳しく記録し、場所によって異なる生物が生息する事

を学んだ。後半は、散策道を歩きながら、双眼鏡を使い海の生物を探した。クジラ、イルカ、

海ガメを見つけることができた。更に散策をし、１頭のカンガルーや野生のコアラを何匹か

見つけた。そのうちの１匹は赤ちゃんを抱えており、この光景は講師もめったに見ることの

ない大変貴重なものであるとのことだ。最後にペリカンが多数いるという港へ行き、巨大な

ペリカンを何羽も見ることができた。 

 

  講師に風力の計測の方法を教えてもらっている    白い枠内での水の割合、生息する生物を観察する 

 

双眼鏡を使って海の生物を探索している        希少！赤ちゃんを抱くコアラを発見 

 

 

 

 



９日目 ８月２６日 金曜日 

◆ブリスベン市内観光 

サウスバンク（South Bank）を中心に、自由散策を行った。サウスバンクは現代的なアート

に飾られ、川向かいには超高層ビルが立ち並び、真白な砂浜が敷き詰められている人口のビ

ーチもある、ユニークかつオシャレなエリアである。午後はブリスベン空港からタイ空港へ

向かった。 

 

     「ＢＲＩＳＢＡＮＥ」のオブジェ         サウスバンクで高層ビルを背景に集合写真 

 

ブリスベンの街中に作られた人工ビーチ         ブリスベン川の水上ボート停留所 

 

１０日目 ８月２７日 土曜日 

可児市役所到着 

  



 


